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都市再生整備計画（第6回変更）



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 980 ㌶

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成１７年度 平成２２年度

件／３分 〃 〃

人 平成１６年度 〃

目標          大目標 ： 西丹沢の玄関口として森林（もり）と清流を活かした快適で安全安心なまちづくり

○　また、山北町は、道路、公園、駅前広場など都市基盤整備が全般的に遅れており、特に地形的制約から避難活動や消防活動に支障のある狭隘な道路や耐震性が不足する橋梁が多数あることから、消火活動、救命活動、地震災害時の避難通路を確
保など、住民生活の安全確保のために早急な対応・取組みが強く求められている。

定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値指　　標

○  山北駅周辺では、豊かな観光資源を生かした観光ネットワークの形成に向けて、「洒水の滝」の周辺整備や河村城跡散策道の整備をはじめ、増加傾向にあるハイカーへの対応としてハイキングコースに道標設置や公衆トイレなどの環境整備を進めて
いる。また、山北地区では駅周辺で開催される「やまきた桜まつり」が5万人近い来訪者を見込める集客イベントとなっているほか、洒水の滝祭り、室生神社の流鏑馬といった伝統行事や秋の産業まつりに誘客効果が発揮されている。しかし、山北駅周辺
の観光スポットの魅力アップの取組みはまだまだ不十分であり、河村城址歴史公園の整備に合わせて自家用車で直接訪れることができるようなアクセス道路の整備が不可欠である。また、ハイキングコースに限らず、自動車や徒歩で町外から訪れる人た
ちに対するサイン整備も不足している。

○  山北町は神奈川県西部、東京都心から7０km圏に位置し、面積２２,４７０haで神奈川県内の市町村では横浜市に次いで２番目の広さで、北西は山梨県、西は静岡県に接する県際の町である。町の面積の９０％が起伏の激しい急峻な山岳地帯であり、
その大部分は丹沢大山国定公園と県立丹沢大山自然公園に指定され、昭和５３年には三保ダム（丹沢湖）が建設され神奈川県民の水源地として厳しい開発規制がなされている。

○　今回、計画区域とした山北地区は、山北町南部地域で、南足柄市や開成町・松田町に接し、山北町の８割を超える人口が集中する町の中心地であり、国道２４６号線やＪＲ御殿場線（山北駅、東山北駅）が通っており、特に山北駅周辺は町役場、公民
館、健康福祉センターなどの公共施設や金融機関などが集中し、豊かな自然環境の中で、「ゆとり」のある戸建住宅が広がる住宅地区を形成している。しかし、地形的に新規開発可能な土地は限られており、宅地開発には道路整備などの基盤整備が不
可欠な状況になっている。

○　定住人口確保対策        ○利便性の高い生活関連の基盤整備     ○地域の防災力強化    ○商店街の「にぎわい」の再生      ○山北駅前の魅力づくり     ○河村城址歴史公園や洒水の滝周辺の整備     ○子育て支援の体制づくり     ○教育環境
の充実    ○安全・安心のまちづくりの推進    ○地域の活力を創る商工業振興    ○地域の資源を生かした観光振興

   豊かで美しい「森林と清流」につつまれ、水源地域として定住と交流がより活性化するための土地利用を図るとともに、自然環境の活用と保全により魅力ある街並みの形成を目指す。この計画区域は町の中心地であり、生活拠点として、一層の機能集
積を図り、住宅供給やさまざまな生活・福祉サービス、安全防災機能の向上・充実に努める。特に、ＪＲ御殿場線山北駅は西丹沢の玄関口であり観光客に対応した商店街の整備や、河村城址歴史公園周辺を歴史と自然にふれあう公園として整備すること
によって、町内外の人々のふれあい交流拠点としての整備を推進する。また、本町東部の基幹駅である東山北駅周辺地区についても利用者の安全性、快適性・利便性の高い駅周辺整備を推進します。

－０．５％

災害時の情報収集能力
災害対策本部における情報収集・提供能力　（情報収集・
伝達訓練を実施する）

○  町では、山北町第2次土地利用計画（平成16年3月）で、今回の計画エリアを「生活拠点創生ゾーン」として位置づけて、まちづくりを行っている。

○　一方、山北駅前に集中している商店街は、町全域の物品購入の需要を満たすには至っておらず、生鮮食料品や日用品を扱う「小売店」が比較的多く、「飲食店」は少ない。商店数、年間販売額とも年々減少しており、山北駅前周辺の商店街で後継者
不足と相まって、商店数で平成３年度から１０年間で約２２％減少し、年間販売額もこの間２５％減少し、「空き店舗」が多く見られるようになっている。このことは地域住民の生活利便性に大きな影響を及ぼしている。また、観光面でも山北駅が丹沢湖・西丹
沢方面の玄関口であり、エリア内には全国名水百選の「洒水の滝」やハイキングコースとして人気のある「高松山」といった県内レベルの誘致力のある観光資源がありながら、観光客の受け皿施設はまだまだ不十分である。

都道府県名 神奈川県 山北町 　　　山北地区

計画期間 交付期間 22

人口の減少率
山北町山北地区（平山を含む）、岸地区、向原地区の年間
人口減少率

居住環境・利便性の向上により、区域外への人口流出を減らすとと
もに、新規定住者を増やすことにより、「人口減少率」を半分程度に
抑える。

－１．１％

　　目標１：生活基盤施設の機能向上を図り、利便性の高い「うるおい」のある居住環境の整備

　　目標２：防災性の高い「やすらぎ」のある安全なまちづくり

　　目標３：「にぎわい」のある市街地整備

○　また、山北町は豊かな自然環境に恵まれているが、その反面、山岳地帯のため急傾斜地や急峻な河川が多く、台風や豪雨などによる「がけ崩れ」や「水害」などが発生し、今後も多くの自然災害発生の危険性を秘めている。また、南関東地震、東海地
震、県西部地震、神縄・国府津・松田断層帯地震や富士山噴火などにより大きな被害発生が予想されていることから、町では災害予防・災害時や災害後の体制に至るまで、きめ細かな防災対策を進めることが求められている。

○　本町の人口は、昭和３０年の町村合併当時には約１６７００人を有していたが、三保ダムによる集落水没、農林業の伸び悩みによる就業構造の変化により、山間部からの人口流出が続いた。平成７年度以降は山北駅周辺地区の人口減が顕著に見ら
れるようになり、中でも２０歳代の転出が全体の４割を占め、急速な少子高齢化が進行している。（平成１７年の町人口：１３０００人）　地区別には、町の南部、南足柄市に隣接する地域の人口増が顕著である。
○　産業の現状は、第１次産業の就業人口の割合が周辺市町村と比較して高いが、耕地のほとんどを果樹（みかん）が占め農業収入は低い。第２次産業人口は町内外に工業立地が多く、山北町内からの通勤が可能であることから周辺市町村と同程度
の３５％となっている。第３次産業は周辺市町村と同程度の58％の人口比率を有しているが、これは丹沢湖周辺の観光レクリエーション産業の就業比率が比較的高いことによる。 したがって、今回の計画エリア内の就業構造は、比較的に第２次産業への
就労割合が高く、このことは急傾斜地が多い地形条件にありながら、工業用地整備や企業誘致によって、多くの中小規模の工場が立地し、これが雇用確保と定住促進効果を上げている。（これらの工場に就労する２０歳代３０歳代の若年層向けの良質な
賃貸住宅供給が不十分なことが周辺市町への人口流出の大きな原因となっている。）

３３４,５００人観光入込客数 観光入込客数調査おける山北地区の年間観光入込客数
観光交流と商店街振興により「にぎわい」を再生し、山北駅周辺の
入込客数を５％程度の増加させる。

３１８,５００人

新たな情報通信システムの導入と災害対応の体制整備により、町
民への迅速的確な情報提供に必要な被災現場や避難所との情報
収集能力（時間当たりの情報収集件数）の大幅な向上が期待でき
る。

1（件／３分） ７（件／３分）



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

○デジタル式地域防災無線ネットワークシステムを導入することにより、災害時に密接・迅速な情報伝達性を確保する。
○川村小学校の防災拠点としての機能を高めるため、屋内避難施設（体育館）の改修や倒壊危険建物の除却を行う。
○ＪＲ御殿場線の跨線橋（町道２２１号線）の耐震補強を行う。
○大規模停電時において、非常用電源として電力を供給する機能を有する太陽光発電と風力発電を併用した街灯を整
備する。

■基幹事業   道路事業（町道５５号線橋梁架替事業）、道路事業（町道２５９
号線新設事業）、道路事業（町道６４号線改良事業）、道路事業（町道２２１号
線耐震補強事業）、地域生活施設整備事業（地域防災無線システム導入事
業、ハイブリッド型発電施設設置事業）
□提案事業   地域創造支援事業（教育環境快適化事業）、地域創造支援事
業（学校施設防災対策事業） 、まちづくり活動推進事業（駅周辺魅力づくり検
討事業、町内循環バス運行事業）
●関連事業   町道原耕地１４号線新設事業、町道松原先１号線改良事業、町
道鍛冶屋敷高杉線改良事業、町道鍛冶屋敷線改良事業、中橋耐震補強事
業、安洞橋耐震補強工事、永安橋耐震補強工事、総合体育館建設調査事
業、山北街区公園整備事業

■基幹事業   公園事業（河村城址歴史公園整備事業）、道路事業（町道２２１
号線耐震補強事業）、道路事業（町道２６６号線新設事業）、地域生活施設整
備事業（情報板設置事業）
□提案事業   まちづくり活動推進事業（駅周辺魅力づくり検討事業、町内循
環バス運行事業）
●関連事業   大野山桜の里づくり整備事業、浅間山農道整備事業

■基幹事業   地域生活施設整備事業（地域防災施設整備事業、ハイブリッド
型発電施設設置事業）、道路事業（町道２２１号線耐震補強事業）、道路事業
（町道５５号線橋梁架替事業）、道路事業（町道２５９号線新設事業）、道路事
業（町道６４号線改良事業）
□提案事業   地域創造支援事業（学校施設防災対策事業） 、まちづくり活動
推進事業（駅周辺魅力づくり検討事業）
●関連事業   中橋耐震補強事業、安洞橋耐震補強工事、永安橋耐震補強
工事

○事業終了後の継続的なまちづくり活動

    「河村城址歴史公園整備」については、平成２２年度終了後も公園整備に継続して取組む。

    「駅周辺魅力づくり検討事業」（まちづくり活動推進事業）については、山北町の玄関口としてふさわしい「誘客促進のための個性的な魅力づくり」と「利用促進のための基盤環境整備」に継続して取
組む。

方針に合致する主要な事業

・整備方針１（良好な居住環境の形成による人口定着）

○交流人口の増加を図るため、中世の城郭跡である河村城址歴史公園の整備及び自家用車で訪れる来訪者のために
アクセス道の整備を行う。
○山北地区の観光交流スポットを結ぶサインを導入し、観光地としてのイメージアップを図るとともに、太陽光発電と風力
発電を併用した街灯を整備する。
○山北地区の活性化と魅力アップを図るため、協議会を設置して、行政と地域住民・関係団体との協働による今後のまち
づくりの調査・検討を行う。
○商店街再生のために駅前住宅に屋内オープンスペースを整備する。
○山北駅周辺のメインストリート（町道１号線）を中心に道路整備を行うとともに、街区公園などの都市基盤を整備する。
○「洒水の滝」などを訪れる観光者の利便性を高めるなど地域の魅力アップを図るため、ＪＲ御殿場線山北駅を基点とした
町内循環バスを運行する社会実験を行う。

・整備方針３（地域の防災性向上）

○新たな宅地開発の誘導や生活道路として利便性向上のため道路整備を行う。
○小中学校を地域の「コミュニティ施設」として積極的に活用を図り、その事業拡充に合わせて快適な教育環境を整備し、
優れた子育て環境を創出するとともに、この教育環境を対外的に発信（PR）することにより定住促進を図る。
○防災性の環境を整備し、子供から高齢者まですべての世代が安心に住み続けられるまちづくりを行う。
○ＪＲ御殿場線山北駅周辺に公的住宅（特定優良賃貸住宅）及び街区公園の新規整備を行うとともに、避難場所に指定
された学校・公園などに街灯として利用できるハイブリッド発電による電源施設を整備する。
○地域の利便性を高める町民の生活交通確保対策の一つとして、ＪＲ御殿場線山北駅を基点にした町内循環バスを運行
する社会実験を行う。
○ＪＲ御殿場線東山北駅前に新たに駅前広場を整備する。

・整備方針２（賑わいのある市街地整備）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 山北町 直 Ｌ＝１００ｍ Ｗ＝６．５m １９年度 ２２年度 １９年度 ２２年度 83.5 83.5 83.5 83.5

〃 町道５５号線橋梁架替事業 〃 直 Ｌ＝５６．３ｍ Ｗ＝８．５m １８年度 ２２年度 １８年度 ２２年度 212.3 212.3 212.3 212.3

〃 町道２５９号線新設事業 〃 直 Ｌ＝１２０m Ｗ＝６．５m ２０年度 ２１年度 ２０年度 ２１年度 24.8 24.8 24.8 24.8

〃 町道６４号線改良事業 〃 直 Ｌ＝２８０m Ｗ＝5.0m １５年度 ２２年度 １８年度 ２２年度 73.6 73.6 73.6 73.6

〃 町道２２１号線耐震補強事業 〃 直 Ｌ＝２７．７m Ｗ＝３．８m １９年度 ２２年度 １９年度 ２２年度 78.4 78.4 78.4 78.4

公園 河村城址歴史公園整備事業 〃 直 A＝39,800㎡ ２年度 未定 １９年度 ２２年度 1,000.0 116.0 116.0 116.0

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 （情報板） 山北町 直 － １８年度 ２２年度 １８年度 ２２年度 10.0 9.8 9.8 9.8

〃 （地域防災施設（防災無線）） 〃 直 － １９年度 １９年度 １９年度 １９年度 122.9 122.9 122.9 122.9

〃 （地域防災施設（非常電源）） 〃 直 － １９年度 ２２年度 １９年度 ２２年度 32.0 32.0 32.0 32.0

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,637.5 753.3 753.3 753.3 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
山北町 直 - １８年度 １９年度 １８年度 １９年度 205.5 205.5 205.5 205.5

〃 直 － １９年度 １９年度 １９年度 １９年度 46.8 46.8 46.8 46.8

－

山北町 直 － １８年度 ２２年度 １８年度 ２２年度 5.0 5.0 5.0 5.0

〃 直 － １７年度 ２２年度 １８年度 ２２年度 57.6 57.6 57.6 57.6

合計 314.9 314.9 314.9 314.9 …B
合計(A+B) 1,068.2

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
山北町 農林水産省 Ｌ＝８８５m ○ １８年度 ２１年度 239.0

〃 文部科学省 A=５０００㎡ ○ ２０年度 ２２年度 10.0

山北街区公園整備事業 〃 A=2000㎡ ○ ２０年度 ２１年度 23.0

大野山桜の里づくり整備事業 〃 植栽・散策道整備等 ○ １９年度 ２２年度 40.0

町道原耕地１４号線新設事業 〃 L＝１２０ｍ ○ ２０年度 ２２年度 52.0

町道松原先１号線改良事業 〃 L＝１２０ｍ ○ ２１年度 ２２年度 35.0

町道鍛冶屋敷高杉線改良事業 〃 Ｌ＝３０６．６m ○ １８年度 ２２年度 54.8

町道鍛冶屋敷線改良事業 〃 Ｌ＝３００m ○ １８年度 ２２年度 52.5

中橋耐震補強事業 〃 L＝２０．８ｍ ○ １９年度 ２０年度 11.5

安洞橋耐震補強工事 〃 L＝２３．０５ｍ ○ ２０年度 ２１年度 20.0

永安橋耐震補強工事 〃 L＝４２ｍ ○ ２１年度 ２２年度 20.0

合計 557.8

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

浅間山農道整備事業

0

山北町山北

まちづくり活
動推進事業

駅周辺魅力づくり検討事業 －

町内循環バス運行事業

事業活用調査 －

総合体育館建設調査事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

地域創造
支援事業

学校施設防災対策事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

住宅市街地
総合整備
事業

町道２６６号線新設事業

－

－

－

－

交付対象事業費 1,068.2 交付限度額

事業
細項目

事業主体事業箇所名

429.0

うち民負担分

国費率 0.402

0

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模
（参考）事業期間

川村小学校

規模

山北町山北

山北町山北

山北町山北

山北町共和

山北町岸

山北町向原

山北町共和

山北町共和

直／間

細項目

－

－

教育環境快適化事業

山北町山北

－

山北町山北

山北町平山

川村小学校、山北中学校

－
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山北
やま き た

地区（神奈川県山北町
やま き た ま ち

）　整備方針概要図

目標
 大目標：西丹沢の玄関口として森林

も り

と清流を活かした快適で安全安心なまちづくり
代表的
な指標

　人 口 減 少 率 （　％　） －1.１ （１７年度） → －０．５ （２２年度）
目標１　生活基盤施設の機能向上を図り、利便性の高い「うるおい」のある居住環境の整備
目標２　防災性の高い「やすらぎ」のある安全なまちづくり
目標３　「にぎわい」のあるJR山北駅周辺整備

　災害時の情報収集能力 （　件/３分　） 1 （１７年度） → 7 （２２年度）

（２２年度）　観 光 入 込 客 数 （   人   ） 318,500 （１６年度） → 334,500

東名高速

国道246号 御殿場線

洒水の滝

■基幹事業

・地域生活施設整備事業

東山北駅

■基幹事業

・河村城址歴史公園整備事業

山北中学校

川村小学校

1::25000

0  100  200  300  400  500m

○関連事業

国道２４６号バイパス

■基幹事業

・道路事業
（町道５５号線橋梁架替事業

■基幹事業

山北町役場

■基幹事業

・道路事業（町道２６６号線新設事業）

□提案事業

□提案事業

・教育環境快適化事業

エリア全域を対象とする事

■基幹事業
・地域生活施設整備事業

（情報板設置）

（地域防災施設（防災無線））

□提案事業
・まちづくり活動推進事業

（駅周辺魅力づくり検討事業）
（町内循環バス運行事業）

山北駅

■基幹事業
・地域生活施設整備事業
（地域防災施設（防災無線） 大野山中継所）

山北地区（９８０ｈa）

○関連事業（山北駅周辺）

・総合体育館建設調査事業
・山北街区公園整備事業
・中橋耐震補強事業

■基幹事業

・道路事業（町道２２１号線耐震補強工事）

○関連事業

○関連事業

○関連事業

○関連事業

○関連事業

・町道原耕地１４号線新設事業

○関連事業
・町道松原先１号線改良事業

大野山山頂

○関連事業

県営大野山乳牛育成牧場


